
進路について 
 

１ はじめに 

  平成 30 年４月より障害者の法定雇用率が２．２％に引き上げられました。平成 33 年の４月ま

でにさらに０．１％引き上げとなります。また、障害者雇用率の算定式に精神障害者を追加する

こととなり、障害者の雇用について関心をもっていただける事業所が増えてきています。 

 

    

２ 大府もちのき特別支援学校桃花校舎の実績 

 （１） 就職率・離職率 

 平成 25 年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

就職率 83.3% 100% 96.3% 88.9% 92.6% 

離職率 10.0% 3.7% 3.8% 8.3% 0.0% 

                                    （H30 年 5 月現在） 

  

（２） 平成 29 年度卒業生の就職先詳細 

就 職 者 数 25 名（就労継続支援 A型：１名を含む） 

就職先職種 製造業：12名、運輸業・郵便業：１名、小売・卸売業：３名、 

建設業・金融業：２名、保険業：１名、事務等サービス業：４名、 

医療・福祉：１名、不動産業：１名 

    雇 用 条 件 正社員：13名、正社員以外：12名  

 

３ 就労までの主な流れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１年生 

２年生 

３年生 

入社 

働くための基礎作り 

（校内実習） 

職場体験実習（６月） 

適正の見極め・進路希望把握 

産業現場等における実習 

職場体験実習（1１月） 

職場開拓・マッチング 

入 社 選 考 

内定通知・入社手続き等 

アフターケア（定着支援） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 卒業後のアフターケア 

学校は、３年間を目安にアフターケアを実施します。事業所と家庭から電話等にて情報を収集

します。その上で、事業所を訪問し就労状況を把握し必要に応じて指導・支援します。 

また、卒業前に障害者就業・生活支援センターに登録を行います。センターと連携しつつ、長

い期間で安定して就労できる体制を作っていきます。 

 

１年生から卒業まで、働くために必要な意欲・態度・技能・体力の向上を目指しています。 

２年生では、学校近隣の事業所で２週間の実習を２回実施し、生徒の適正を見極め、進路の方向

性を検討します。 

２年生の後半から３年生では、卒業後、生徒にとってふさわしい進路先を見極めるために産業現

場等における実習を実施します。実習の時期や期間は事業所と相談して決定します。この実習を通

して、採用できると判断いただいた場合は、ハローワークを通じて求人票のやりとりをし、入社選

考等を行っていただきます。 

障害者の採用について検討されている事業所に対しては、職場開拓として担当者が訪問し、生徒

の実態を説明したり、生徒のできる仕事内容の切り出しなどの相談をお受けしたりします。 


